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2022年 5月 27日 

各 位 

会 社 名   株式会社ジャムコ 

代表者名  代表取締役会長  大喜多 治年 

（コード番号 7408 東証プライム） 

問合せ先  取締役常務執行役員 

        IR担当           後藤 健太郎 

（TEL．042-503-9145） 

 

 

上場維持基準の適合に向けた計画に基づく進捗状況について 
 

 

当社は、2021 年 12 月 24 日に、プライム市場の上場維持基準への適合に向けた計画書を提出し、その

内容について開示しております。 

2022 年 3 月 31 日時点における計画の進捗状況等について、下記のとおり作成しましたので、お知らせ

いたします。 

記 

 

１．当社の上場維持基準への適合状況の推移及び計画期間 

 

当社の 2022 年 3 月 31 日時点におけるプライム市場の上場維持基準への適合状況は、その推移を含

め以下のとおりとなっており、流通株式比率については金融機関や事業法人等に区分される株主の方に

保有する当社株式の売却を依頼したことにより 2022 年 3 月 31 日には基準を充たしましたが、流通株式

時価総額については充たしておりません。 

当社は、下表のとおり、流通株式時価総額に関しては 2024 年度末までに上場維持基準を充たすため

に、引き続き各種取組みを進めてまいります。 

  

 流通株式数 

（単位） 

流通株式時価総

額（億円） 

流通株式比率 １日平均売買

代金（億円） 

当社の 

適合状況 

及び 

その推移 

2021年 6月 30日 

時点 ※1 
91,237単位 90億円 33.9％ 0.9億円 

2022年 3月 31日 

時点 ※2 
100,725単位 82億円 37.4％ 0.5億円 

上場維持基準 20,000単位 100億円 35％ 0.2億円 

適合状況又は 2021年 12月の 

計画書に記載した計画期間 適合 2024年度末 適合 適合 

※1 東京証券取引所が移行基準日時点で把握している当社の株券等の分布状況等をもとに算出したも

のです。 

※2 当社が 2022 年 3 月 31 日時点での株式等の分布状況をもとに試算を行ったものです。また、流通

株式時価総額は流通株式数に日々の株価最終価格の平均値を乗じた値を算出しております。なお、

本年 1 月～3 月の日々の最終価格の平均値は 818 円です。１日平均売買代金は、2022 年 1 月～3

月における取引所の株式相場表に記載の売買代金をもとに算出した額となります。 
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２．上場維持基準の適合に向けた取組みの実施状況及び評価 

 

当社は、流通株式時価総額がプライム市場の求める基準を充たしていないという結果を踏まえ、同基

準を達成するための主要要素である株価を上昇させるべく、企業価値を向上させるとともに、株式市場で

適正な評価を得るための取組みを実施してまいりました。 

 

具体的には、2022年 5月 25日に策定・公表した「JAMCO Vision 2030及び 2022年度計画」のとおり、

航空機市場が回復するとされている 2024 年度に向けて、業務プロセス改革による効率向上やシート事業

の収益性向上などにより筋肉質な経営へと改革し、連結経常利益率 7％以上を目標として定め、また、早

期の復配を目指す取組みを立案、推進してまいりました。 

 

これらに加え、当社の持続的な成長と中長期的な企業価値の向上のためにコーポレートガバナンスの

強化が重要であると認識し、コーポレートガバナンス・コードによって求められている事項の充実を図って

まいりました。具体的には、以下の対応を進めました。 

 

(1) 2021年 11月に設置した、独立役員が過半数を構成する指名報酬委員会の運用を開始しました。 

同委員会での審議を経て、2022 年の定時株主総会において当社の取締役 8 名中 5 名の社外取締

役を選任することいたしました（うち独立社外取締役は３名）。 

(2) 例年実施している取締役会の実効性評価について、プライム市場への移行を踏まえ、市場の期待す

るガバナンス体制や、経営戦略やサステナビリティを巡る課題等について取締役会の関与などについ

て、客観性・透明性を担保した評価を実施するため、アンケートの設計及びその分析評価にあたり外

部機関を活用しました。 

(3) サステナビリティに対する取組みを前進させるために、2022 年 4 月に本社にサステナビリティ推進室

を新設して当社グループのサステナビリティ活動を統括・運営する体制を整えました。又、同年 5 月に、

当社グループにおけるサステナビリティについての基本方針を決議しました。 

これらに加え当社では、気候変動によるリスク及び収益機会並びにその財務的な影響等に関する検

討、分析に取組んでおり、2023年度に TCFDの枠組みに基づく開示を予定しております。 

(4) 2022年の定時株主総会の招集通知より、各役員のスキル・マトリックスを開示します。  

(5) 2022 年の定時株主総会において、女性の独立社外取締役を選任し、ジェンダーの面を含む多様性

を確保した取締役会構成を実現します。 

 

 今後も引き続き、流通時価総額がプライム市場の基準を充たすように各種施策を推進してまいります。 

なお、上記の「JAMCO Vision 2030 及び 2022 年度計画」の詳細は、当社 Web サイトに掲載している 

「2022年 3月期 決算説明会資料 SECTION 2」をご参照ください。 

 

以上 


